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〔(社) 日本 家政 学会

大 阪 府下 の 都市 在 住 民 の 食生 活 実 態 調 査 結 果（ 第 二 報 ）

大 阪ガ ス ㈱　　 ○ 田 畑 真 理　　 殿 畑 操 子

す

く

た

９

て

Ｖ

一 般 に 食 嗜 好 の 地 域 性 が 強 い と 言 われ る 大 阪 の 食 文 化 形 態、 及び 調 理 行 動 の 実 態 を

るた め、 以 下 の 調 査 を 実 施 し た。 本 調 杢 よ り 興 味 深い デ ー タ が 得 ら れ た た め 報 告 す

大
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Ｓ

阪 府 下 の 都 市 に 在 住 し て い る2    0 歳 か ら5    9 歳 の 主 婦（ 年 齢 構 成 比 は 国 勢 調 査 に

を対 象 に、 日 常 の 調 理 行 動 に お け る。 作 成 メ ニa.   -    {   加 熟 し た も の に 限 る), 使

房 機 器、 調 理 時 間 帯 及び 調 理 所 要 時 間 の 冬 期 ・ 夏 期（9    1 年 １ 月2    6 日 ～ ２ 月 １

７ 日 ～13 日 ）の ２ 回 延 べ1    4 日 間 の 記 録 と 厨 房 機 器 の 所 有 状 況 及 び 保 守 状 況 に

調 査 票 留 置 方 式 に て 調 査 を 実 施 し た。 調 査 デ ー タ の 集 計 及び 解 析 に は、　I   B  M 社

－E    S  A ・　S   A   S  Ver. 6. 06 を 刄 い た。

結 果 ）

① 作 成メ ニ ュ ー 及 び 調 理 ジ ャ ン ル 別 の 構 成 割 合 に つ い て は 季 節 に よ る 差 が みら れ た。

②1    0 年 前 の 社 内 調 査 と 比 較 す る と、 食 生 活 の 和 食 回 帰 傾向 が みら れ た。

③ 厨 房 篠 器 の 使 用 頻 度 は 全 体 に 夏 の 方 が 減 少 す る が、 ガ ス テ ーブ ル コ ン ロ に つ い て は 差 が

な い。

④ 調 理 時 間 帯 は 主 婦 の 就 業 形 態 に よ っ て 差 が みら れ た。

⑤1 日 １ 回、 夕 食 時 に0.        6   2   1 炊 飯 し て い る の が平 均 的 な パ タ ー ン で あL
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高 齢 者 の日 常 生 活 活 動 能 力 と 食 品 摂 取 頻 度 の 男 女 の 比 較

大 阪 信 愛 女 学 院 短 大　　 田 中 順 子

的 〕　 近年、 高 齢 者 の 世 帯 構 成 は 三 世 代 世 帯が 械 少し、 ひ と り 暮 らし や 夫 婦 の み の 世

増 加し て い る。 こ れ に と も な い 男 性 高 齢 者も 食 事 作 り を は じ め、 日 常 生 活 に 必 要な 家

力 や 意 識を 高 め る こ と が 重 要 な 課 題 と な っ てい る。･　そ こ で、 都 市 在 住 の 高 齢 者 にお い

男 性 と 女 性 の 間 に 日 常 生 活 活 動 能 力 や 食 品 摂取 頻 度、 栄 養 意 識 にど の よ う な 相 違が あ

か 検討 し た。

方 法 〕　 対 象：　大 阪 市 城 東 区 在 住 の 高 齢 者　190 名 （ 男 性55 名　 女 性us 名 ）。

査時 期：　1991 年 ６月、　　 調 査 方 法：　日 常 生 活 活 動 能力 は「 老 研 式 活 動 能力 指 標 」を 用 い、

手 段的 自 立 ）や（ 知 的 能 動 性 ）（ 社 会的 役 割 ）に つ い て 調 べ た。　 ま た、17 食 品 の 摂 取

度や 日 常 の 食 生 活 に お い て 心 が け て い る こ と な ど を ア ン ケ ート 調 査し た。

C 結 果 ）　 日 常 生 活 活 動 能力 は 男It の 方 が 低 く、 手 段的 自 立 の 項 目 の う ち 特に 「 自 分 で 食

事 の 用 意 が で き る 」の 通 過 率 が 低 か っ た。 ま た、 男 性 は（ 知 的 能 動 性 ）や（ 社 会 的 役 割 ）

の 能 力 も 低 く、 健 康 に つ い て の 関 心 が 薄 か っ た。 食 品 摂 取 頻 度 で は、 男 性 は 漬 け も のや 麺

類、 イ ン ス タ ント 食 品、 外 食・ 店 屋 も の の 利 用 度が 高 く、 女 性 は 野 菜 類 や 牛 乳･ 乳 製品、

大 豆 ・ 大 豆 製品 、ヽ 海 草、 い も 類 の 利 用 度 が 高 かっ た。 ま た、 栄 養 に 関 す る 意 識 も 男 性の 方

が 低 く、 女 性 の 方が 良 い 食 生 活 を 営 ん で い る と 考え ら れ る。

食 生 活 は、 日 常 生 活 の 基 本 で あ り、‘特 に 老 人 の 健 康 管 理 の ため に、 極 め て 重 要 で あ る。

男 性 高 齢 者 の　食生 活 に 関 す る 意 識や 食 事 作 り 能 力 を 高め る対 策 が 必 要 で あ る。
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